
水と緑と花のまち汚 昭和49年 9月15日 No. 7.4-3 

交通事故相談日

9 月24日(火)

市役所第 1会議室

10時~ 15時
なるべく事故に関係の

書類をご持参下さい

市政だより
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乙

乙

を

と

じ

勺

く

だ

さ

L 、

婦人交通指導員の指導で、正しく横断歩道を渡る子供たち(西大村小学校前〉

後みよい社会を築くため っ

全国秋の

秋の交通安全運動が 9月21........30日全国いっせいに実
施されます.

乙の運動の目的は、歩行者、運転者、運転者の雇主
その他陸上交通に関係あるすべての人に、交通安全思
想、の普及を図り、正しい交通ルールの実践を習慣づけ
交通事故防止の徹底を図るものです。住みよい社会を
築くために、運転者も歩行者も交通事故を起さないよ
うに、お互いに注意しあいましょう。

《運動の重点〉

歩行者、自転車利用者(特に子供と老人)の事故防止

運動の重点を徹底するため、次の事項を中心に市民

運動を展開します。

1. 生活道路網対策の推進

-生活道路対策の実施

・自転車の安全利用のため道路交通環境整備

2. 交通安全教育の充実

・家族ぐるみ、地域ぐるみの安全教育

・運転者やその雇主などに交通安全の指導

交通安全運動
守吾苛F忌 ~~-~--- ・....--・ ~~~ ー ..........~.......~ .... 

9月 21~30 日
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毎月 1日・ 15日発行 発行所/大村市役所編集人/総務課長岩永宏印刷所/第一印刷



(2) りおおむ

と

市政だより

戦
時
中
防
空
業
務
に
従
事
し
た

人
で
そ
れ
に
よ
り
障
害
の
あ
る
人

に
は
障
害
年
金
、
遺
族
に
は
弔
慰

金
、
給
与
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対
象
者
医
師
、
産
婆
、
保
健
婦

看
護
婦
、
警
防
団
員
、
旧
長
崎

医
大
学
生
生
徒

戦
没
者
の
妻
に
は
次
の
特
別
給

付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

付
二
十
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

日
華
事
変
申
(
昭
和
十
二
年
七

月
七
日
1
昭
和
十
六
年
十
二
月

七
日
)
本
邦
な
ど
に
お
い
て
勤

務
に
関
連
し
て
傷
病
に
か
か
り

昭
和
四
十
八
年
三
月
三
十
一
日

以
前
に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り

昭
和
四
十
八
年
十
月
一
日
に
お

い
て
遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利

を
取
得
し
た
軍
人
(
文
官
の
み
)

軍
属
、
準
軍
属
の
妻

同
六
十
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

満
州
事
変
中
(
昭
和
六
年
九
月

十
八
日

t
昭
和
十
二
年
七
月
六
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蹴l脚1II11U1I1I1I1I11I1I1I1I1I11I1I1I11UUlIIllIIIIIIUllUIWWIllUUIIIIIIIIIIIIIIIIIII川111川11山削111川11川川11叩剛l川間'"間馴I目m削剛11削附剛11川川111刷111附附111附剛11蹴附11附馴111棚脚IsI刷I目m附剛111州11捌111酬111附剛11附附酬l目附附剛111111馴11川側111附l目m附酬l自制側IIII1IUUlIIIIIIIIIIIIIIllIUIslIIR

~ 

あ

せ

日
)
公
務
傷
病
に
か
か
り
昭
和

四
十
八
年
三
周
三
十
一
日
以
前

に
死
亡
し
た
こ
と
に
よ
り
昭
和

四
十
九
年
十
月
一
自
に
お
い
て

遺
族
年
金
を
受
け
る
権
利
を
有

す
る
軍
人
の
妻
。

戦
没
者
の
父
母
に
は
次
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
.

付
十
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
二
十
万
円
の
場
合
に
同
じ

同
三
十
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

的
戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別

給
付
金
六
十
万
円
の
場
合
に
同

じ
帥
昭
和
四
十
四
年
十
月
一

日
に
当
該
特
別
給
付
金
を
受
け

る
権
利
を
取
得
し
た
日
か
ら
昭

和
四
十
九
年
九
月
三
十
日
ま
で

の
聞
に
氏
を
同
じ
く
す
る
自
然

血
族
た
る
子
も
孫
も
有
す
る
に

至
ら
な
か
っ
た
父
母
.

戦
傷
病
者
の
妻
に
は
次
の
特
別

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
.

つ

A.. 
I 

て

る

付
十
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

戦
没
者
の
妻
に
対
す
る
特
別
給

付
金
二
十
万
円
の
場
合
に
同
じ

向
五
万
円
(
十
年
償
還
国
債
)

右
に
同
じ
。

恩
給
法
の
改
正

て
思
給
年
額
の
二
十
三
・
八
%

増
額

二
、
長
期
在
職
者
の
普
通
恩
給
な

ど
の
最
低
保
障
額
の
引
上
げ

三
、
短
期
在
職
者
に
対
す
る
最
低

保
障
制
度
の
新
設

四
、
旧
軍
人
に
対
す
る
一
時
思
給

の
支
給
条
件
の
緩
和

付
実
在
職
年
三
年
以
上
七
年
未

満
の
下
士
官
以
上
の
旧
軍
人
に

係
る
一
時
思
給
及
び
一
時
扶
助

料
の
支
給
条
件
の
内
「
下
士
官

以
上
と
し
て
の
在
職
年
が
六
カ

月
以
上
」
に
緩
和
さ
れ
ま
し
た

※
詳
し
く
は
社
会
課
ま
た
は
軍
恩

役
員
、
遺
族
会
相
談
員
に
お
問

い
合
せ
下
さ
い
。

遺
族
会
相
談
員
中
村
稔
子

電
①

i
一
三
五
一

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

特
別
福
祉
手
当
の
新
設

H
申
請
は
9
月
中
に
H

障害 福祉年金 特別福祉手当
20歳以

(1級)受給者 (合併症のある人〉

特別児童扶養手当 特別福祉手当
20歳未満

受給者 (合併症のある人〕

が

あ

な

た

/¥ +3，000円¥11，300円

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
改
正
に

基
づ
い
て
、
二
十
歳
未
満
で
あ
る

障
害
児
に
加
え
て
二
十
歳
以
上
の

障
害
者
に
つ
い
て
、
重
度
の
身
体

障
害
と
重
度
の
精
神
薄
弱
が
重
複

し
て
い
る
た
め
、
常
時
介
護
を
す

る
父
母
ま
た
は
養
育
者
に
対
し
、

月
三
千
円
支
給
し
ま
す
.

支
給
制
限
は
、
施
設
入
所
ま
た

は
廃
疾
に
よ
る
公
的
年
金
を
も
ら

っ
て
い
る
人
は
支
給
で
き
ま
せ
ん

た
だ
し
、
障
害
福
祉
年
金
を
も

ら
っ
て
い
る
人
は
併
給
で
き
ま
す

の
で
手
続
き
を
ど
う
ぞ
。

の

赤

信

号

入よ 迷

与え雪「一一遊漁者のみなさん一「
増漁か

雪若 2」海のルーノレやマナーをJ
し合行

で為
自はは 者て生でみャ健身り Jレし人そり
主 経やのい活 す た l 全にマ I t，こがび船最
規費め人るを 。いをなつナル。増をや近
制をま々漁か海も楽レけ i を海えす船
し投しに業げにのしジてを守のまるあつ

て
資
源
の
成
長
を
図
っ
て
い
ま
す

一
般
に
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
漁

業
法
の
一
端
を
紹
介
し
て
、
皆
さ

ん
の
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

一、

海
藻
、
貝
類
、
う
に
、
な
ま

こ
、
た
こ
、
え
む
し
な
ど
の
定

着
物
(
第
一
種
漁
業
権
)
は
と

っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
.

二
、
網
、
カ
ゴ
、
ツ
ボ
な
ど
の
定

置
的
な
漁
具
(
第
二
種
漁
業
権
)

を
使
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

な
お
、
立
入
禁
止
区
域
、
漁
具

を
敷
設
し
た
と
こ
ろ
、

漁
労
中
の

漁
船
、
及
び
危
険
区
域
に
近
寄
ら

な
い
よ
う
、
ま
た
廃
棄
物
を
海
に

捨
て
な
い
よ
う
、
お
互
い
に
自
重

し
て
、
海
上
安
全
と
事
故
防
止
に

つ
と
め
る
よ
う
と
協
力
下
さ
い
。

…

船

舶

職

員

法

の

改

正

、

小

型

船

舶

所

有

者

へ

さ
き
に
船
舶
職
員
法
の
改
正
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
に
よ
り
五
ト

γ
未
満

の

動

力

船

な

お

、
現
在
受
付
中
の
小
型
川

川
の
船
長
に
海
技
免
許
が
義
務
づ
船
舶
船
体
検
査
の
猶
予
期
間
を

川

…
け
ら
れ
、
そ
の
猶
予
期
聞
が
、
定
め
る
申
告
は
、
九
月
三
十
日
山

昭
和
五
十
年
十
一
月
二
十
五
日
ま
で
に
農
林
水
産
課
へ
提
出
し

ま
で
と
な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
て
下
さ

い
@

、.，.臣、‘
a
‘、，、，
a
‘，、，・.，、，・‘，‘，‘.，、，
B

・.a
、，‘
.a

、，‘
.
a
、J-
-
'

争、，‘，血、，‘，‘‘，、，‘，，、，‘
.
4

‘，‘
-
J

‘，‘
.
4

、，‘
-r、，‘
.a
‘，ER--
、，‘，‘、，‘，‘、，、，‘‘，、，
E
R
.

，‘，‘
.
E
J



昭和49年9月15日
11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 1I11111111!1I1 1ll11I1I1II11I1U 

援謬務第綴務姦既頭

ーー止

ま1え/を

理解

JL¥ 日麦力、

し正

九
月
は
精
神
薄
弱
児
(
者
)
の

愛
護
用
閣
で
す
.

精
神
薄
弱
児
の
発
生
は
、
受
胎

妊
娠
中
、
出
産
時
な
ど
の
母
子
の

病
気
、
乳
幼
児
の
高
熱
、
そ
の
他

りむおお市政だより(3) 

り

ま

す

最
近
は
水
銀
な
ど
の
産
業
公
害
が

原
因
の
場
合
も
増
え
て
い
ま
す
.

で
す
か
ら
精
神
薄
弱
児
は
ど
の
家

庭
に
も
発
生
す
る
も
の
で
家
系
や

血
統
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
純
粋
の

遺
伝
に
よ
る
も
の
は
と
く
わ
ず
か

で
す
.
ま
た
医
学
の
進
歩
に
よ
っ

て
予
防
で
き
る
も
の
や
、
治
療
で

き
る
も
の
も
増
え
て
い
ま
す
.
ま

た
医
学
的
に
だ
け
で
な
く
教
育
的

な
治
療
が
大
切
で
早
い
ほ
ど
効
果

が
高
い
の
で
す
.
そ
の
た
め
の
教

育
福
祉
の
各
種
施
策
も
急
速
に
進

ん
で
い
ま
す
の
で
、
該
当
の
人
は

必
ず
市
福
祉
事
務
所
ま
た
は
大
村

市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
に
相
談
し

て
下
き
い
.
し
か
し
施
策
が
整
っ

た
と
し
て
も
そ
れ
だ
け
で
子
供
た

ち
は
幸
せ
に
な
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
.
地
域
の
皆
さ
ん
の
正

し
い
理
解
と
暖
か
い
心
の
支
え
が 待

ち

ま

す

な
に
よ
り
も
必
要
で
す
か
ら
と
協 車

の

き

れ

る

ま

で

力
を
お
願
い
し
ま
す
.

?特i
i定 j

151 
亨 Jロ i

j療 i

j要!
j霊|

し申
;て 請
下用
さ紙
し1は
tT大

村
保
健
所
J¥ 

請
求

近布を① Ef 越 冬 害 虫 一 寸
のす二便方 ど ， 1 

土る t槽法め [ 
にと三にが ま 」ー早めに駆除を
地共 2は最 し
申に一、適よ
ま、週乳で う発を冬すくにそ冬ゴくやま
で く 間 期lす ・ 生 し 害 ・ な 自 の 支 キ る す り 日
よみ間四‘ー ・そ を て 虫 今 つ に 姿 度 プ と く 、 射
〈 取 隔 百 れ最来のかてつがのリ、なしし
漫口で倍 に小春駆ら来か徐たなハつのが
透付散液 は限の除越まな々めどエてぎ弱

J 

す
る
よ
う
散
布
し
て
お
く
.

①
屋
内
で
薄
暗
く
、
湿
っ
た
暖

か
い
箇
所
(
台
所
な
ど
)
は
ゴ

キ
ブ
リ
の
越
冬
場
所
と
な
り
ま

す
。
内
部
の
模
様
替
え
な
ど
で

環
境
を
変
え
、
越
冬
に
適
さ
な

い
状
態
に
し
、
な
お
且
つ
乳
剤

十
倍
液
を
筆
の
よ
う
な
も
の
で

塗
布
し
て
お
く
と
、
よ
り
効
果

的
で
す
.

①
堆
肥
舎
、
馬
牛
豚
舎
の
板
か
.

べ
、
天
井
は
ハ
エ
の
越
冬
場
所

と
な
り
や
す
い
の
で
、
乳
剤
の

五
十

l
百
倍
液
に
よ
る
残
留
噴

露
を
し
て
お
く
.

※
殺
虫
薬
剤
は
、
町
務
連
絡
員

か
衛
生
班
長
が
衛
生
課
へ
申
請
し

て
下
き
い
.

向
薬
剤
価
格

乳
剤
十
八

2

油
剤
十
八

g
五
千
円

千
円

上手になってゲームを楽しむ皆さん

黒
崎
貴
美
子
さ
ん
が
世
話
役
で
、
特
に
副
会
長
の
吉
岡
連
敏
さ
ん
同
育
友
会
で
は
近
く
パ
レ

i
ポ

七
月
二
十
三
日
か
ら
毎
週
水
曜
日
は
毎
回
委
加
さ
れ
て
汗
を
流
さ
れ

l
ル
大
会
が
予
定
さ
れ
、
自
主
的

の
午
前
中
二
時
間
、
=
一
十
一
人
の
パ
ド
ミ

γ
ト
ン
が
こ
ん
な
に
楽
し
な
サ
ー
ク
ル
活
動
グ
ル
ー
プ
「
く

マ
マ
さ
ん
た
ち
は
、
和
気
あ
い
あ
く
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
体
す
の
木
学
級
」
も
で
き
て
四
年
目

い
の
う
ち
に
汗
を
流
し
ま
し
た
.
力
つ
く
り
が
で
き
る
喜
び
を
語
つ
で
す
が
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
や

八
月
二
十
八
日
夏
休
み
申
の
ス
ケ
て
お
ら
れ
ま
し
た
.
成
人
部
で
は
学
習
、
会
員
の
た
め
の
図
書
購
入

川
ジ
ュ
ー
ル
を
終
り
、
ス
ト
レ
ス
が
今
後
も
さ
ら
に
続
け
て
、
こ
の
楽
や
整
備
、
講
演
会
な
ど
活
発
な
活

解
消
さ
れ
、
楽
し
く
会
員
の
融
和
し
み
を
一
人
で
も
多
く
の
人
に
味
動
で
会
員
の
教
養
と
健
康
の
向
上

と
体
力
つ
く
り
が
で
き
た
乙
と
を
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
と
張
り
切
っ
に
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
を
続
け
て
お
ら

喜

ん

で

お

ら

れ

ま

し

た

.

て

お

ら

れ

ま

す

.

れ

ま

す

.

* 
ノ、

ド

ミ

m月
1
日
か
ら
一

特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
一

部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
.

従
来
ス
モ
シ
外
五
疾
患
で
し
た

が
、
十
月
一
日
診
療
分
か
ら
サ
ル

コ
イ
ド

l
Jジ
ス
外
三
疾
患
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
.一

、
対
象
疾
患

ス
モ
ン
、
ベ
!
チ
ェ
ッ
ト
病
、

重
症
筋
無
力
症
、
全
身
性
エ
リ
テ

マ
ト

1
デ
ス
、
多
発
性
硬
化
症
、

再
生
不
良
性
貧
血
の
外
に
次
の
疾

患
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
.

サ
ル
コ
イ
ド

l
ヲ
ス
、
筋
妥
縮

ン

ン

で

ト

融
和
と
体
力
つ
く
り

日
西
大
村
小
育
友
会
成
人
部
H

西
大
村
小
学
校
育
友
会
(
山
下

常
道
会
長
会
員
六
百
五
人
〉
の

成
人
部
で
は
、
会
員
相
互
の
融
和

と
体
力
つ
く
り
を
か
ね
て
、
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
を
始
め
ま
し
た
.
部
長

の
楠
本
美
智
子
さ
ん
と
副
部
長
の

部
改
正

性
側
索
硬
化
症
、
強
皮
症
皮
膚
筋

炎
及
び
多
発
性
筋
炎
、
特
発
性
血

小
板
減
少
性
紫
斑
病

二
、
対
象
患
者

一
に
掲
げ
る
対
象
疾
患
に
、
り

患
し
た
た
め
医
療
機
関
に
お
い
て

医
療
を
受
け
て
い
る
人
、
た
だ
し

老
人
福
祉
法
、
そ
の
他
の
法
令
の

規
定
に
よ
り
、
国
ま
た
は
地
方
公

共
団
体
の
負
担
に
よ
る
医
療
に
関

す
る
給
付
を
受
け
て
い
る
人
は
、

原
則
と
し
て
除
か
れ
ま
す
.

そ
の
他

特
定
疾
患
度
療
受
給
者
票
交
付



(4) り

中
学
校
卒
業
程
度

おおむ

認
定
試
験
を
実
施

市政だより

病
気
な
ど
や
む
を
得
な
い
事
由

の
た
め
に
、
義
務
教
育
諸
学
校
に

就
学
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
、

就
学
を
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
た

人
な
ど
に
対ト
円
中
学
校
卒
業
程

度
の
学
力
が
あ
る
か
ど
う
か
を
認

定
す
る
た
め
に
国
が
行
う
試
験
で

合
格
し
た
人
に
は
高
等
学
校
の
入

学
資
格
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

受
験
資
格

'

昭
和
五
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
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ミミ
ζ
2
2

吉、，、，
a
.

，、，‘.，、，、，、，‘
2
3

三、，、，、，、，
、，n
z
r

、，h2
3

ミミ
ζ
2
3

、，、
ζ
2

芳、ミ
ξ
2
3

、ミ
Z
2
3
3

ミミ
ξ
2

豆、
，、，‘r
豆、，‘、
，、，‘3
3

、，、，三風、，、，
a

、，三ミ
F

言、，、，‘
3
3

色、，‘，、，、，‘
.a
，‘.，去、急
ζ
2
3

三ミ，‘
Z
2
3

色、，、£
2

・，‘‘，
E

ミミ，‘.風
、，‘a
ミ，‘，‘.，、
ζ
2
2

三‘、，‘，‘
3
3

ミ三
C
3
3

、，、
ζ
r

去、，、
ζ
f
p

三、，‘，
a

芳三ミ，‘
r
2
2

ミ，‘，毛主，‘
2
2
2

ミ，‘，‘

日
本
古
来
の
伝
統
的
な
芸
能
と
数
回
の
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

し
て
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
公
演
で
も
絶
讃
を
博
し
て
来
ま
し

定
さ
れ
て
い
る
文
楽
が
、
文
化
庁
た
・
こ
の
声
価
が
逆
輸
入
さ
れ
、

・
県
・
市
の
共
催
の
も
と
に
、
本
市

最
近
、
都
会
で
は
若
い
世
代
の
な

で
の
初
公
演
が
決
ま
り
ま
し
た
.
か
に
も
、
年
を
追
う
て
静
か
な
る

だ
ゅ
う

こ
の
文
楽
は
、
浄
瑠
璃
(
太
夫
〉
プ
l
ム
を
呼
ぴ
起
し
て
い
ま
す
.

と
三
味
線
に
合
わ
せ
、
人
形
が
生

-文
化
庁
で
は
、
優
れ
た
芸
能
を

き
も
の
の
よ
う
に
、
真
に
迫
っ
た
地
方
で
も
直
接
鑑
賞
で
き
る
機
会

演
技
を
し
、
そ
の
精
巧
さ
華
や
か
を
つ
く
る
た
め
に
移
動
芸
術
祭
と

き
は
他
に
比
類
が
な
い
と
さ
れ
、
し
て
巡
回
公
演
を
催
し
て
い
ま
す

熊
谷
陣
屋
の
段

義
経
千
本
桜

道

行

型

炉
旅

出
演
者

白総
勢
三
十
八
人

入

場

料

一

般

千

円

中
ニ
ロ
同
生
三
百
円

前
売
券
発
売
十
月
一
日
か
ら

市
内
で
(
次
号
で
紹
介
)

お
問
い
合
せ
は
社
会
教
育
課
へ
.

電

①

i
四
一
一
一

~ 

き

を

で
に
満
十
五
歳
以
上
の
人

願
書
受
付
期
限

十
月
十
二
日

受
付
場
所

長
崎
市
江
戸
町
二
ノ
十
三

長
崎
県
教
育
庁
学
校
教
育
課

試
験
期
日
及
び
試
験
科
目

十
一
月
二
十
九
日

国
語
、
社
会
、

数
学
、
理
科
、

外
国
語

詳
し
く
は
市
教
委
学
校
教
育
課
へ

人間国宝来演.グ

「女楽」
じようる b

人形浄瑠璃

つ
け

よ

11月に大村初公演
つ

ス
ポ
ー
ツ

一
に
親
じ
み
健
、

康
を
増
進
す

る
た
め
「
体

育
の
日
」
を

中
心
と
し
て

「大
村
市
民

ス
ポ
ー
ツ
月

間
」
を
実
施

し
ま
す
.

期

間

九

月

二
十
五
日

t
十
月
二

十
四
日

要

領

町

内

会
、
公
民
館
、
職
場
団
体
な
ど

で
、
ス
ポ
ー
ツ
行
事
を
実
施
さ

れ
る
場
合、

計
画
書
を
提
出
し

検
討
の
う
え
補
助
金
を
交
付
す

る
予
定
で
す
。

提
出
期
限
十
月
五
日

提
出
先
体
育
課

F

9月25日--10月24日

ツ行事に補助ポース

毎

日

と

※
詳
じ
い
ζ

と
は
体
育
課
へ
。

一，

'J 

お
願
い
，

一

交

通

実

態

調

査

九
月
十
五
日
か
ら
長
崎
市
を
中

心
に
大
村
市
、

諌
早
市
、
時
津
町

長
与
町
、
多
良
見
町
、
香
焼
町
、

飯
盛
町
で
交
通
実
態
語
査
を
県
と

協
力
し
て
行
い
ま
す
.

私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
鉄
道
や
道
路
な

ど
、
交
通
施
設
に
つ
い
て
、
総
合

的
な
計
画
を
つ
く
る
た
め
の
重
要

な
資
料
と
な
る
も
の
で
す
.
今
後

乙
の
資
料
に
基
づ
い
て
朝
夕
の
通

勤
通
学
ラ
ッ

シ
ュ
や
道
路
交
通
の

渋
滞
解
消
、
あ
る
い
は
新
し
い
交

通
手
段
、
道
路
の
整
備
と
い
っ
た

日
常
生
活
に
密
着
し
た
交
通
計
画

を
立
て
て
い
き
ま
す
.

こ
の
調
査
は
パ
l
ソ
ン
・
ト
リ

ッ
プ
〈
人
一
の
動
き
)
を
中
心
に
調

査
す
る
も
の
で
、
あ
る
一
日
に
つ

い
て
皆
様
の
出
か
け
ら
れ
た
場
所

利
用
さ
れ
た
交
通
機
関
の
種
類
な

ど
、
交
通
計
画
を
立
て
る
た
め
に

必
要
な
事
柄
を
記
入
し
て
い
た
だ

く
も
の
で
す
.

市
は
全
世
帯
の
中
か
ら
八
%
を

無
作
為
に
選
ば
せ
で
い
た
だ
き
、

そ
の
ご
家
族
の
う
ち
、
五
歳
以
上

の
全
世
帯
員
の
人
に
調
査
票
の
記

入
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
員
が

調
査
自
の
前
に
調
査
票
を
も
っ
て

ご
家
庭
を
訪
問
し
、
記
入
方
法
を

説
明
し
て
、
後
日
再
び
回
収
に
ま

い
り
ま
す
。
皆
様
方
の
住
ん
で
お

ら
れ
る
地
域
は
も
と
よ
り
、
乙
の

今
回
も
そ
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
ま
す
が
、
人
間
国
宝
を
中
心
に

文
楽
最
高
の
陣
容
で
お
目
見
得
し

ま
す
.
乙
の
機
会
に
ぜ
ひ
観
覧
を

お
す
す
め
し
ま
す
.

日
時
十
一
月
七
日
(
土
)

午
後
五
時
半
開
場
六
時
開
演

場
所
大
村
市
民
会
館

ふ
た
ぱ

潰
目
一
谷
撒
軍
記

熊
谷
桜
の
段

お

る

み

ち

だ

け

ど

調
査
区
域
全
体
に
よ
り
よ
い
交
通

計
画
を
立
て
安
全
で
快
適
な
地
域

社
会
に
発
展
さ
せ
る
た
め
皆
様
方

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
.

原
子
爆
弾
被
爆

者
に
対
す
る
健
康

管
理
手
当
な
ど
が

九
月
一
日
か
ら
次

の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
.

-
健
康
管
理
手
当

受
給
者
年
齢
が

五
十
歳
か
ら
四

十
五
歳
に
引
下

げ
ら
れ
ま
し
た

2
健
康
管
理
手
当
の
額
が
五
千
円

か
ら
七
千
五
百
円
に

3
特
別
手
当
の
額
が
一
万
一
千
円

か
ら
一
万
五
千
円
に
引
上
げ
ら

れ
ま
し
た
.

※
詳
し
く
は
社
会
課
へ
.

原爆被爆者一一一

健康管理手当の改正
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注
射
と
検
診

-
種
痘
の
予
防
接
種

該
当
者

ω第
一
期
の
人
生
後
六
カ
月
か

ら
二
十
四
カ
月
の
人

ω第
二
期
の
人
小
学
校
入
学
前

六
カ
月
以
内
の
人

ω第
三
期
の
人
小
学
校
卒
業
前

六
カ
月
以
内
の
人
。

な
お
、
小
学
校
、

幼
稚
園
の
児

童
園
児
に
つ
い
て
は
、
各
学
校
で

別
に
実
施
し
ま
す
.

接
種
で
き
な
い
人

次
に
該
当
す
る
人
は
、
医
師
に

と
相
談
下
さ
い
。

りお お む

の

交

通

-
犬
の
登
録
と

狂
犬
病
予
防
注
射

対
象
生
後
九
十
一
日
以
上
の
犬

手

数

料

登

録

一

頭

三

百

円

注

射

一

頭

三

百

十

円

犬
は
丈
夫
な
鎖
な
ど
で
つ
な
い

で
つ
れ
て
来
て
下
さ
い
。

ま
た
登
録
と
注
射
が
す
ん
だ
犬

会場名 |接種目 |検診日

諒訪公民館

三浦診療所
9月24日10月 1日

鈴田出張所火)
(火)

市 役 所 9月25日10月2日

萱頼出張所 (水) 〈水〉

竹松本町公民館叩日!日月 3日

「 重出張所同 開

中地区公民館 9月27日10月4日

松原出張所 (金) 1 (金)

市政だより

種痘予防接種目程表

)
 

v
h
u
 

，，a
‘、

※時間はし、ずれも午後2時，..，..3時

安

全

運

動

〈水)

に
は
、
首
輪
に
必
ず
鑑
札
を
つ
け

て
下
さ
い
。

な
お
、
当
日
は
受
付
が
大
変
混

雑
し
ま
す
の
で
、
つ
り
銭
が
い
ら

な
い
よ
う
ど
協
力
下
さ
い
。

募

集

-
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト

隊
員
を
募
集

募
集
人
員

小
学
四
・
五
年
生
各
十
人

申
込
九
月
三
十
日
ま
で
に
市
教

育
委
員
会
社
会
教
育
課
へ

。

-
懸
賞
文
を
募
集

テ
ー
マ
こ
れ
か
ら
の
消
費
者

原
稿
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
十
枚

程
度
で
、
原
稿
は
必
ず
と
じ
て

末
尾
に
応
募
者
の
住
所
、
氏
名

職
業
、
年
齢
、
連
絡
電
話
番
号 9

月

幻

i
刊

日

(木〉を
明
記
し
て
下
さ
い
。

締
切
十
月
三
十
一
日
(
当
日
消

印
有
効
)

宛
先
川
東
京
都
港
区
高
輪
三
の

十
三
の
二
十
二
国
民
生
活
セ

ン
タ
ー
懸
賞
文
募
集
係

電
的
四
四
三
l
六
一
一
一
一

-
郵
政
職
員
を
募
集

受
験
資
格

九
州
地
区
(
内
務
職
)
昭
和
二
十

六
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
十

一
年
四
局
一
日
ま
で

に
生
れ
た

男
子
。
た
だ
し
昼
間
の
短
大
・

大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い
る
人

は
除
く

(
外
務
職
)
昭
和
二
十
四
年
四

月
二
日
か
ら
昭
和
三
十
二
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
れ
た
男
子

東
京
・
名
古
屋
・
京
阪
神
地
区

(
外
務
職
)
も
あ
り
ま
す
.

第
一
次
試
験

(月)

、、，JK
 

-
J

〆

犬の登録と狂犬病予防注射日程表

!?実施場所 |実施時間 |10月1日l.，r /，rt. = 1，，，.，，，，_.，，，.，，，，1 
(火)"" 1市役所 110:00"""15:001

|今村公民館 110:30"-'11:001 

10月2日|溝陸公民館 111:15"""'11: 301 

三浦出張所 113:00"-'14:001

農協西部営業所114:30"""'15:001

平小川(倉田宅前)110:00-10:301 

10月3日!鈴田出張所 111:00"""12:001 

!岩松駅前 113:00-14:00

|大多武婦人ホーム114:30-15:00

可届|中地区 !1 0:00-l5:00 
(金) I住民センター |

10月5日|原口住宅公民館110:00"-'11:001 
(土 I VJ'~"""" u-'-'-"~'" I~ ，， 'vvl 

附 7日|福重 出張所 p0:00"-'11:3Qj 

富ノ!原軍公民館 1113乞:3叩0"""1川4:立20町i 

植松公民館 11川1刊4:4刊0"-'1日5:パ15引1 

!丙4…耐l諏耐一訪
!池田公民館 11川1悶3:3叩0，..，..14:泊0∞0出1 

(火) 1" ..， _~ ~ ~~ 1-' ----'--_....::....:: 
|微神堂前広場 114:30-15:001

野岳湖バス停 1 1 0:30~11 :001 

10月9日|東光寺公民館 111:15......，11:301 

松原出張所 1 1 3: 00 ~1 4:001 

武留路公民館

1024日|竹松出張所

lr-|黒木小学校下

i久良原営林署
10月14日1~，~~~'''.' 

|萱瀬出張所

|酎11内(鶴本宅前)114:15---14:3O! 

i萱瀬小学校 114:50~15: 101 kー-支所 11市巾15:2印…:氾2
1叩O月l白5日町|大村保健所 11川1叩0:0∞0-1巧5:0∞01| (火 I/，'IJ Vl' J.X;:C I.JI Ilu.vU Iv.uul 

※12時一13時は休憩

試
験
日
十
月
十
三
日
(
白
)

試
験
種
目
教
養
及
び
作
文
試
験

試
験
地
長
崎
市
、
佐
世
保
市
外

第
二
次
試
験

試
験
日
十
一
月
上
・
中
旬

試
験
種
目
面
接
及
び
適
性
検
査

身
体
検
査

申
込
期
限
九
月
二
十
五
日
(
当

日
消
印
有
効
)

※
受
験
希
望
者
は
郵
便
局
へ
申
込

書
を
請
求
し
て
下
さ
い
.

講

習

会

圃
防
火
管
理
者

資
格
講
習
会

消
防
法
の
定
め
に
よ
り
三
十
人

ま
た
は
五
十
人
以
上
の
人
を
収
容

す
る
飲
食
居
、
販
売
居
、
病
院
、

工
場
そ
の
他
の
事
業
所
に
お
い
て

は
、
資
格
ぞ
有
す
る
防
火
管
理
者

を
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.

(月)

法
令
に
違
反
し
て
防
火
管
理
者

を
置
い
て
い
な
い
事
業
所
は
罰
せ

ら
れ
ま
す
。

日
時
十
月
二
日
・
三
日

午
前
九
時

t
午
後
四
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

申
込
九
月
二
十
七
日
ま
で
に
大

村
消
防
署
へ
。

電
②
l
四
一
三
八

-
職
業
訓
練
指
導
員

講

習

会

資
格
一
級
技
能
士
及
び
免
許
職

種
に
関
し
十
五
年
以
上
の
実
務

経
験
を
有
す
る
人

開
催
期
日
及
び
場
所

九
月
三
十
日
J
十
月
五
日

長
崎
県
立
諌
早
技
能
会
館

申
込
期
限
九
月
二
十
一
日

※
詳
し
く
は
長
崎
市
江
戸
町
二
l

十
三
長
崎
県
職
業
訓
練
課
電

@
i
一
一
一
一
内
線
二
七
二
四
へ
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社
会
福
祉
事
業
費
へ

A
杭
出
津
田
区
の
平

‘
野
五
一
さ
ん
は
謝

礼
金
を

ム
上
小
路
口
の
渡
辺

ア
ツ
子
さ
ん
は
拾

得
金
を

ム
上
小
路
の
道
上
貞

吉
さ
ん
は
亡
妻
ト

キ
さ
ん
の
忌
明
に

当
り
金
一
封
を

ム
陰
平
郷
の
永
田
次

枝
さ
ん
は
亡
夫
光

次
さ
ん
の
忌
明
に

民
館
(
久
原
郷
一
の

!
四
三
二
一
)
へ
.

試

験

-
職
業
訓
練
指
導
員

試

験

職
種
溶
接
科
、
自
動
車
整
備
科

塗
装
科
(
学
科
及
び
実
技
詰
験

が
あ
り
ま
す
)

試
験
日
十
月
十
五
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
間
(
受
験
票
で
指

定
日
を
通
知
し
ま
す
)

書
類
提
出
期
限
九
月
三
十
日

提
出
先
長
崎
市
江
戸
町
二
番
十

当
り
金
一
封
を

ム
木
場
郷
の
川
厚
隆
さ
ん
は
亡

A

父
一
さ
ん
の
忌
明
に
当
り
金

一
封
を

星
美
幼
稚
園
ヘ

ム
久
原
郷
の
木
村
秀
子
さ
ん
は

て
夫
の
香
典
の
一
部
を

大
村
子
供
の
家
へ

ム
二
ノ
郷
の
今
村
英
こ
さ
ん
は

拾
得
金
を

大
村
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
へ

A
武
部
郷
の
朝
長
晃
さ
ん
は
亡

父
鷹
一
さ
ん
の
忌
明
に
当
り

金
一
封
を

電
@ 

三
号
県
庁
職
業
訓
練
課

電

@
l
一
一
一
一

※
受
験
資
格
及
び
申
請
手
続
な
ど

詳
し
く
は
前
記
へ
お
た
ず
ね
下

さ
い
.

ス
ポ
ー
ツ

-
親
子
体
力
つ
く
り

教

室

対

象

四

l
五
歳
児
と
親

人
員
約
十
五
組
(
先
着
順
)

場
所
市
民
体
育
館

日
時
十
月
二
日

l
十
二
月
四
日

毎
週
水
曜
日
午
後
二
1
四
時

参

加

料

無

料

申
込
九
月
三
十
日
ま
で
に
親
子

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ

キ
か
電
話
で
市
教
育
委
員
会
体

育
課
へ
.

田
市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

デ

九
月
二
十
二
日
(
日
)

午
前
十
時
I
午
後
三
時

場
所
市
民
体
育
館

参

加

料

無

料

用
具
ラ
ケ
ッ
ト
は
あ
る
程
度
準

備
し
ま
す
が
、
不
足
し
ま
す
の

で
各
自
で
き
る
だ
け
持
参
し
て

下
さ
い
.

日
時

指 導 内 ロ合守

前半 (10:00-11:00) 後半 (11:00-12:00)

開オ 講式 体力測定7 リエンテーション

4民踊・フォークダンス トレーニγ グ〈器具使用〉

| バレーボール 美容体操

! バドミントン トレーニング(器具使用〉

オリエγテーリング← →大村公園一帯

|民踊・フォークダンス バレーボール

i 卓 球 美容体操

i ハイキング ←→場所未定

~2 ノてドミントン 民踊・フォークダンス

~9 トレーニング〈器具使用) 美容体操

i 美容体操 卓 球

lトレーニング〈器具使用〉 民踊・フォークダンス

婦人体力っくり教室指導計画(予定)

月

9 

一
/
一

川
一
川
一
川
一
川
一
什
一
円
一
什
一
川
一
日
一
口
一
口
一
口
一

-
婦
人
体
力
つ
く
り

教

室

内
容
リ
ズ
ム
運
動
、
美
容
体
操

器
具
を
使
用
し
た
運
動
、
体
力

テ
ス
ト
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
(
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な

ど
)
、
野
外
活
動
(
ハ
イ
キ
ン

グ
、
オ
リ
エ
ン
テ

l
リ
ソ
グ
)

場
所
市
民
体
育
館
ほ
か

日
時
九
月
二
十
七
日
1
十
二
月

二
十
日
毎
週
金
曜
日

午
前
十
時

t
正
午

参

加

料

無

料

人
員
約
三
十
人

申
込
九
月
二
十
五
日
ま
で
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
を
ハ
ガ
キ
か

電
話
で
市
教
育
委
員
会
体
育
課

へ・そ

の

他

-
補
聴
器
の
装
用
指
導

聴
覚
障
害
者
で
、
補
聴
器
を
使

用
さ
れ
て
い
る
人
に
対
し
て
正
し

い
補
聴
器
の
使
用
方
法
を
専
門
の

先
生
に
よ
り
指
導
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
い
で
下
さ
い
.

日
時
九
月
二
十
一
日

午
後
一
時
J
四
時

場
所
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
補
聴
器
は
い
つ
も
使
用
し
て
い

局、，

式

な
い
と
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
.

2
補
聴
器
が
破
損
し
た
り
、
雑
音

が
入
っ
て
聞
き
づ
ら
い
、
そ
の

他
補
聴
器
全
般
に
つ
い
て
指
導

し
ま
す
.

日
時
十
月
四
日

t十
二
月
六
日

毎
週
金
曜
日
、
午
後
一
時
三
十

分
1
三
時
三
十
分

場
所
中
央
公
民
館

対

象

成

人

定
員
二
十
人
(
全
回
出
席
で
き

る
人
)

内
容
和
服
の
美
し
い
着
付
を
学

ぷ

受

講

料

無

料

講
師
き
も
の
着
付
講
師

松
永
ま
さ
枝

申
込
九
月
二
十
八
日
(
土
)
ま

で
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職

業
を
電
話
か
ハ
ガ
キ
で
中
央
公

講閉

-
昭
和
五
十
年
版

県
民
手
帳
の
予
約
受
付

体力測定

大
型
。

-mS
×
E-mn道

小
型

0

・∞町議×
H
0
・。言

表
紙
ビ
ニ
ー
ル
シ

l
ト
さ
し
込

式
(
名
刺
、
定
期
券
入
付
)

申
込
先
市
総
務
課

申
込
期
限
十
月
二
十
五
日

頒

価

大

型

二

百

九

十

円

小

型

百

九

十

円

様
式

-
図
書
館
(
史
料
館
)

の
休
館
日

定
期
休
館
日
の
九
月
二
十
三
日

(
月
)
が
国
民
の
祝
日
に
当
り
ま

す
の
で
次
の
日
を
休
館
に
し
ま
す

九
月
二
十
二
日
・
二
十
三
日

園
十
月
の
射
撃
予
定

池
田
射
撃
場

O
一
日
か
ら
五
日
ま
で

O
七
日
か
ら
九
日
ま
で

O
十
一
日
か
ら
十
二
日
ま
で

O
十
四
日
か
ら
十
九
日
ま
で

O
二
十
一
日
か
ら
二
十
六
白
ま
で
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